
保団連                     2025年 8月３日 

戦後 80年・検証軍拡国家化～いま、沖縄で何が起きているのか～ 

                               前泊博盛（沖縄国際大学） 

 １：非戦国家から交戦（好戦）国家へ 

① 崩壊する平和憲法（憲法 9条違反）⇒「陸海空軍保持せず」「軍事は紛争解決手段として永久否定」 

② 立憲主義の崩壊⇒「国会論戦」なし「閣議決定」で 43兆円の異次元の軍拡決定の脅威 

③ 官僚支配の脅威⇒「最低でも県外」を「学べば学ほど海兵隊は沖縄に必要」へ洗脳 

 

２：軍国化する日本 

① 「専守防衛」から「敵基地攻撃」へ ⇒射程 1200キロ超えの長距離ミサイル開発配備へ 

② ミサイル基地化される沖縄（南西諸島自衛隊配備強化）⇒九州避難計画、避難シェルター予算化 

③ 「戦後レジーム」としての日米安保の問題点⇒日本全土基地方式＝アメリカの無期限自由使用 

         

                  

            

                 

                  

                 

                  

           

                 

                 

               

             

   
    
        

                       

              
            

            
         

        
         
         

        
     

       
        

                   

                    

               
         



３：〝仮想敵国・中国〟の核軍拡～日米核使用想定シナリオ 

① 核兵器増産へ走る核保有国・中国の脅威⇒誰が、なぜ核軍拡を決め、促進しているのか？ 

・中国核弾頭、１年で１００発増 600発 24発を実戦配備  （ストックホルム国際平和研究所推計）  

（出典：「新たな核軍拡競争へ」「朝日新聞」2025年 6月 17日付朝刊） 

② 世界が「核」配備強化で「恐怖の均衡」再開 

   ・欧州や中東でも核兵器の保有や開発を検討する国が増加。 

・「冷戦終了後続いてきた核兵器削減の時代は終わりに近づき、代わりに核兵器の備蓄の増加 

や軍縮協定の破棄の傾向がみられる」（ストックホルム国際平和研究所、2025年 6月 17日朝日） 

③ 非核三原則の崩壊⇒沖縄で核配備疑惑⇒「核密約」の有効性確認と「核査察」に必要性 

④ 核戦争の危機（1958年）・消される沖縄・台湾⇒エクスペンダブル（消耗品） 

 

４：軍事基地の脅威・被害 

① 犯罪被害、爆音被害、健康被害、環境破壊、米軍内で急増する性犯罪⇒増える国内被害 

② 国民を守らない「日米地位協定」の不備⇒平時と有事の分離運用⇒国内法の適用へ 

③ 〝移設〟掲げ新基地建設⇒戦時の標的＝ターゲット化⇒先制攻撃対応で撤退する米軍 

                        

                    
                             

                                
                         
           
         
         
          
        
             
           
                                    

                         

                     
         
         
         
        
       
         

                                      

             
       
         
       
          
         

      
            

            

               
               
               
              
  

                 
                 
                 
                

         
         
         
         
  



 

５：「軍事安保」から「経済安保」へ 

① 日本経済の仮想敵国依存度上昇の「矛盾」 

② 「異次元の軍拡」で戦争準備加速の危険性 

③ 「恐怖の均衡」から「平和の配当」へ＝兵器（Weapons）より対話（Dialogue、Conversation）へ 

④ 戦後日本の最大の安全保障政策＝経済発展・成長・技術革新（Innovation＝イノベーション） 

⑤ ODA（政府開発援助）⇒惜しげもなく与えた日本の復興力、高度技術と生産力、福祉政安定・福祉 

                  

                         

                
                                         

                      

                     

                      
                
                  
                 
                
                        

    

                  
          

                      
                       

                   
                        

                           
                      

                  
                    

                  
                        

                    
             

               
                 
                 
                 
                 
                 
                             
     

           
                 
                 
            
      
            
         

            

                         



６：地位協定問題の解決と AU時代へ国連から AUの時代へ 

① 主権侵害する日米地位協定⇒旗国法原理から領域主権論へ 

② 対立・分断・独裁から融合・寛容・共生・民主・平和主義の維持強化へ 

③ NATO（軍事同盟）ではなく EU（経済連携）に学ぶ AU（＝アジア・ユニオン：経済連携）の構築 

④ アジアの共通メディア構築へ⇒事実（Fact）と証拠（Evidence）に裏付けられた情報社会へ 

 

          

                   
         

                  
                      
                            
                    

                  
                            
     
                       
                            
                 
                            

                                             

                       

                                   

          
         
           

            
    

       
    

               

         
           

             
          

       
        

    
        

  

          
            
         
          

            
        
                   
                    
                   

       
       
 

            

            
     

              
           

       
       

         

           
        
     

          
                                                                                          

              
                           
                              
                             
                             
                           
                              
                               
         

                       

                                             



補足：戦後 80 年 沖縄経済の現状と課題 

① 米軍統治時代・・・・・・・・ 

・沖縄戦はいつ終わったか？⇒牛島満司令官、長勇参謀長の自決 1945 年 6 月 22 日 OR 23 日？ 

・沖縄戦の犠牲者数・・・・民間人約 9 万 4000 人、若手労働者の喪失、経済インフラの焼失 

・米軍占領・・・・・・・収容所生活、無通貨時代、基地建設による基地依存、B円高政策で輸入依存 

・米軍統治・・・・・・・・・・・憲法番外地、事件事故の多発、自警団の活躍、権利の主張と確保 

 

② 復帰後の沖縄経済・・・・ 

・「日本国憲法の庇護の下へ」「核抜き本土並み」「基地のない平和で豊かな沖縄」 

・核密約と米軍基地∔自衛隊基地 

・政府主導から民間主導へ⇒沖縄振興開発計画⇒沖縄振興計画⇒沖縄 21世紀ビジョン計画 

・３K依存経済からの脱却⇒基地依存度の低下、観光経済の爆発的発展、公共投資の減少 

・53年間で 13兆円の沖縄予算の検証＝地元歩留まり率の課題、JVのザル経済、漏れバケツ理論 

③ 沖縄経済の展望 

・新１０K経済の胎動＝基地、公共事業、観光（新３K）+健康、環境、金融、研究、教育、交通、交易 

  基地経済＝基地返還ビジネス、環境浄化ビジネス、次世代型新都市建設＝高層化と交通連結 

  公共事業＝インフラ維持整備型、環境再生型事業の展開 

  観光経済＝MICE MICT（医療ツーリズム、島嶼観光、クルーズ船対応、新テーマパーク） 

・オーバーツーリズムへの対応⇒島のキャパシティ、インフラの整備対応 

   ・〝3大無償化〟の検討 

・教育無償化⇒国内最低の高校・大学進学率⇒全離島への遠隔教育含め授業料無償化 

      ・Wi-Fi無料化⇒全島無料Wi-Fi（ICT社会実験の島=県）⇒ITS（交通実験等） 

      ・バス無料化・サブスク化⇒小学校～大学生までバス無料化、公共交通の整備 

   ・LRT（路面電車）の那覇―北谷・沖縄市への敷設 

   ・高速道路の読谷・うるま市への延伸 

   ・普天間基地地下トンネル道路の整備（国道 58 号と３３０号のはしご型道路の連結による渋滞解消） 

   ・嘉手納飛行場の軍民共用化（嘉手納かりゆし空港の活用＝沖縄二眼レフ構想） 

   ・JCL（新アニメテーマパーク）の建設⇒辺野古新基地建設の活用 

   ・通信制高校の全離島配置（N高校、S 高校、ZEN大学の可能性） 

   ・国連大学沖縄分校の設置（沖縄国際大学並置＝キャンプキンザ―へのビーチ付き大学構想） 

   ・北京大、精華大、ハワイ大、ハーバード大、東大・早稲田大等ブランチ（分校）の誘致・立地 

   ・国連アジア機関の立地（アジア太平洋諸国の大使館・総領事館の誘致・設置） 

 

               

       

           

               

              

            

              

            

            

                  

         

                     



 

 

 

 

 

           

 

       

       

       

       

         

         

         

         

         

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

   

   

     

    

   

    

  

     

 

     

     

     

     

      

      

      

      

      

   

   

   

     

    
   

    
  

     
   
  

                   

                                      
                                                      

                                
                                                

                                 
                                        

                                        
                      

                                      
                                   
                    

                           
                       

                  
                                    
              

                                                 
                                  
                            
                       

                                            
               

                                          

               

                               


